







































a. CSI委託事業公募の情報入手 2006年 4月
b. 委託事業に応募するか検討 4月～5月
⇒ 学内合意を得るには、日程が超タイト・・・









⇒ DSpaceに決定 2006年 8月
b. 業者見積、納入業者の決定 同年 8月


























































































































































a.  組織 ⇒ 全学的組織 ＋ 運用事務局（図書館）








a.  組織 ⇒ 図書館内で担当者が分散
リーダーシップが全く発揮されない










a.  組織 ⇒ 担当者のモチベーションをどう上げるか
リーダーシップをどう発揮するか
b. システム ⇒ 出来ることはまだまだあるのでは
OPACリンク、 RSS、 カバーページ、 ブログ？
利用（アクセス・ダウンロード）統計ランキング・・・





















統括 18 4 2
システム 11 4 2
コンテンツ収集 21 5 0
登録 11 11 4
著作権 10 5 1




Ｕｎｉｘ / Linux 9 2





学術雑誌 2 6 1
紀要等 9 0 0
研究報告書 4 5 0
学位論文 5 4 0
学習成果物 1 1 7
ＯＣＷ他 0 8 1
貴重書等 3 4 2









学術情報流通 4 3 2 0
研究成果発信 9 0 0 0
教育成果公開 3 5 1 0
紀要公開 6 1 1 1
貴重資料公開 3 3 0 3








雑誌価格高騰 1 2 5 1
社会的責任 7 2 0 0
図書館新機能 6 2 1 0
NII委託応募 4 5 0 0
紀要コスト削減 0 3 6 0












理事・経営者 5 2 2 0 0
図書館長 6 2 1 0 0
図書館委員会 5 2 1 0 1
部外の委員会 2 4 1 2 0
図書館管理職 5 3 1 0 0










大学数 4 2 0 2
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これからリポジトリを構築する大学への
アドバイス （１）
 あまり特別な意識をしない方が良い
 身の丈に合ったプロジェクトとして、まず
始めることが大事
 出来るだけ多くの人数で取り組み、情報を
共有する体制が必要
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これからリポジトリを構築する大学への
アドバイス （２）
 コンテンツ収集、著作権ポリシー調査、メタデータ
作成など、いろいろ勉強が必要
 コンテンツの量を考えるなら、業務委託による
専従職員確保が有効
 担当者のモチベーションの維持が重要
36
これからリポジトリを構築する大学への
アドバイス （３）
 学内合意を得ることが重要（トップダウンも必要）
 リポジトリの構築・運用は既存の図書館業務を
ベースにできるかがカギ
 内外のシステムとの連携がポイント
 先行大学の事例を参考にすることが重要
37
最後にまとめの一言
38
私立大学図書館にとって
IRを構築する意味は何か（問い）
 大学の使命は何か
研究型大学か 教育型大学か
 教員・研究者は何を求めているか
 学生は何を求めているのか
 社会は何を求めているのか
 大学の事業なのか、図書館の事業なのか
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私立大学図書館にとって
IRを構築する意味は何か（答え）
 教育型大学のIRなら何が可能か
⇒ コンテンツに拘らない柔軟性が必要
 教育活動と連携したコンテンツ形成
⇒ 教育成果、OCW、パスファインダー
 大学の中で図書館のプレゼンスを向上させる
⇒ 大学の中身（コンテンツ）にあった役割を果たす
 大学を越えた連携が重要
⇒ DRFを模範に、私大としての連携は可能か
40
ご清聴ありがとうございました
ご意見ご質問は下記まで
naoto.ueda.75@adm.hosei.ac.jp
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